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◆想像以上に盛り上がった都市対抗野球◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、先日、７月２０日に人生で初めて都市対抗野球を観に行っ 

てきました。場所は東京ドームで明治安田対ヤマハの試合でした。 

きっかけは、とっても長い、それこそ４０年以上のお付き合いがある方からの LINE

でした。「７／２０ 東京ドームで都市対抗野球 明治安田 VS ヤマハがあります。チ

ケット２枚ありますので譲さんとでも行かれませんか？」と。 

この LINE の送り主は明治安田生命に勤務する井領さんという女性。譲（ゆずる）

さんというのは、私の中学時代からの友人で、実はこの３者の関係は、かつてこの

通信で何度か話題にさせていただいております、学生時代にアルバイトをしていた

すかいらーくから続くものでした。 

学生時代にアルバイトをしていたすかいらーく。そこで中学が同じだった譲君とア

ルバイトとして再会を果たします。そして、そのときのすかいらーくで社員さんだった

のが、今回、声を掛けてくれた井領さんの旦那さんでした。その当時、私と譲君は、

１８歳で、社員の井領さんは２５歳。兄貴分的な感じの方で、当時からとっても良くし

ていただき、お家にも謙君と２人で遊びに行くことがあり、また、井領さんのところに

生まれた赤ちゃんの子守りなんかもしていました。 

その社員さんだった井領さんは、今から１５年ほど前に亡くなってしまったのです

が、その後も、家族ぐるみの細く長い付き合いは続いておりまして、先日、都市対抗

野球観戦のお誘いをいただき、同じく関係が続いていた譲君に LINEをしたところ、 

「空いてる、お誘いサンキュー」とのことで、当日、

謙君と２人で東京ドームに向かいました。私自身、

東京ドームにはこれまで２回ほど （２枚目へ→） 
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（続き→） 行ったことがあったのですが、それは新日本プロレスを観るためで、野

球で来るのは初めてでした。 

プロ野球ではなく、社会人野球。どれくらい盛り上がるものなのか、見当もつかな

かったのですが、水道橋で下車した瞬間に都市対抗野球モードの雰囲気を感じま

した。改札を出て東京ドームに向かうと、明治安田とヤマハという両大企業から大

勢の人が、その関係者も含めて応援に来ており、都市対抗ってこんなに盛り上がっ

ていたのかと、本当にびっくりしました。 

私たちの応援席は２階席でした。球場全体を上から見渡せる席です。まず、その

人の多さにもびっくりしましたが、ブラスバンドやチアリーダーなど両チームの応援

団も本当にプロ並みで驚きました。 

私たちの席の隣には井領さんの子であり、かつて私と譲君で子守もしていた貴ち

ゃんがいました。もう４０歳を超えたいい大人です。貴ちゃんが売店でビールを買っ

てきてくれていまして、あんなに小さかった子からご馳走してもらって申し訳ないなと

思いながら乾杯。飲み終わった頃に売り子のお姉さんが近くにいたので、今度は私

がビールを買って貴ちゃんにお返ししたのですが、ここでも驚きがありました。 

カップのビール。夏祭りなど高いところで買っても６００円程度ですが、東京ドーム

で買ったカップのビール、その１杯の値段がなんと９００円！びっくりしました。 

試合はヤマハに２回に１点先制されるも、５回に追いつき、７回に５点、８回には

満塁ホームランも飛び出し、８回が終わった時点で１１対１のコールドゲームとな

り、明治安田が２回戦進出を決めました。明治安田の応援団は大喜びでした。 

試合後は譲君と新宿にて交流会。直近のお互いのことや老後の楽しみ方等々、

そして、昔話でも盛り上がり、それぞれの家族に叱られない程度の時間に帰って参

りました。井領さんのおかげで大変貴重な経験をさせていただきました。すかいらー

く時代から長く続くご縁。本当に有り難く思っています。 


